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�����今月の主なページ 

 2 第23回武石村夏祭り 
 4 ４町村合併協議会 
 5 防災の日・防災週間 
 6 人権教育紙上講座 
 7 ふれあいだより 
 8 健康センター通信 
 9 こんにちは社協です 
 11 暮らしの便利帳 
 14 戸籍の窓 

遊戯三昧 
（ゆげざんまい） 

平成１６年９月１日 �����今月の人口・世帯 
人口……4,298人　世帯……1,443戸 

　８月６日、保育園で恒例の夕涼み会

が行われました。 

　当日は、途中から雨が降り始め、予

定されていたおみこしは延期となりま

したが、保護者会のみなさんが工夫を

凝らした出店で園児たちは目を輝かせ

て楽しいひと時を過ごしていました。 
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優　勝　池内　恒雄 
準優勝　寺島　英一 
第三位　橋詰　恒雄 

村長杯争奪囲碁大会の結果 

この日は、18名が参加しました。 

【敬称略】 

優　勝　小林孝之・小林　涼ペア 
準優勝　中川将真・斉藤陽平ペア 
第三位　吉田祐子・吉田健太ペア 

親善ソフトテニス大会の結果 
【敬称略】 

　第２３回村民夏祭りが８月１２日から１５日まで開催されました。 
　初日の１２日は、花市が行われ、美ヶ原飛龍太鼓保存会の皆さん
の勇ましい太鼓の演奏で幕があけました。花市では賑わう人々の
間をおみこしやおねり行列が練り歩きや武石音頭・武石小唄による
踊りが行われました。また、各団体による夜店にも大勢の人が訪れ
ていました。１４日にはマレットゴルフ場が無料開放されたほか、親善
ソフトテニス大会や納涼花火大会が行われ、夜空に大きな花火があ
がると「おおー」という大歓声がおこりました。最終日となった１５日は、
雨のために親善ソフトボール大会は中止となりましたが村長杯争奪
親善囲碁大会は行われ、村の皆さんと一緒に、お盆でふるさと武石
村に帰省した皆さんも加わって大変楽しい四日間を過ごしました。 
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八
月
三
日
、
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
場

横
の
武
石
川
で
「
さ
か
な
の
つ
か
み

取
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し

た
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
が
百
名

ほ
ど
が
集
ま
り
、
川
に
放
流
さ
れ
た

ニ
ジ
マ
ス
を
め
が
け
て
、
一
斉
に
川

に
飛
び
込
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
は
高
学
年
用
に
川
の
深
い
場

所
に
も
放
流
さ
れ
、
顔
を
水
に
つ
け

な
が
ら
も
手
探
り
で
石
の
下
を
探
っ

て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
川
に
親
し

み
、
水
や
自
然
の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
る
こ
の
「
さ
か

な
の
つ
か
み
取
り
」
は
今
年
も
大
盛

況
で
し
た
。
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家
庭
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に 

　
　
　 

ふ
だ
ん
の
備
え
、再
点
検
！ 

家
庭
の
防
災
対
策
を 

　
　
　
　
　
点
検
し
よ
う 

　9月1日は「防災の日」。大正12年（1923年）のこの日に発生した「関東大震災」を教訓に、防災を見直す
ために定められた日です。この震災の記憶が遠ざかってきた平成7年1月、阪神・淡路大震災が発生し、私たち
は大震災の恐ろしさを改めて思い知らされました。いざというとき、大切な命や財産を地震から守るためには、
日ごろの危機管理が大切。過去の教訓を生かし、ふだんの備えを再点検してみましょう。  
  
●災害時の「自助」「共助」  
　戦後最大の被害となった平成7年の阪神・淡路大震災。この震災では、6,000人を超える尊い命が奪われた
一方、人と人との助け合いによって、多くの人の命が救われました。 
　この震災のなかで、私たちが教訓として学んだのは、自分の身は自分で守る「自助」の大切さ、そして、地
域住民やボランティアなど、人と人とが助け合う「共助」の大切さです。 
　阪神・淡路大震災では、救助された35,000人のうち27,000人が、家族や近隣の人たちによって救出された
といわれています。 
　人と人との助け合いは、救助だけでなく、火災が発生したときの初期消火活動、また、被災後の生活でも重
要になります。いざというとき、こうした「共助」の力を発揮するためには、日ごろから地域の住民やNPOな
どが主体となった防災活動を行い、地域の防災力を高めておくことが重要です。  
  
●一人一人の防災力を高める  
　災害時に助け合うためには、まず、自分の身を守ることが大前提です。 
　いざというとき、自分の身の安全を確保できる行動がとれるか。家具の転倒や落下物でけがをしないよう、家具を固
定するなどの防止対策をしているか。安全に避難場所まで行くことができるか。家族との連絡手段は確保しているか。
食料や水など当面の避難生活に必要な物は備蓄しているか、緊急時、すぐに持ち出せるようになっているか。 
　一人一人が地震に対する意識と知識をもち、いざというときに行動できるよう、防災力を身につけておくこ
と。それは、個々の家庭を地震に強くするだけでなく、地域全体の防災力にもつながります。 

●家具の転倒防止をしているか   
　本棚やたんすなどの家具は転倒しないよう、Ｌ字型金具などを使ってしっかり留めておきましょう。食器棚
などのガラスには、ガラス飛散防止フィルムを張っておきましょう。また、寝ているときに棚が倒れてきたり、
上に置いたものが落ちてきたりしないよう、家具の配置を工夫しましょう。    
 　  
●「非常持ち出し袋」を備えているか   
　いざというとき、避難生活に必要となるものをすぐに持ち出せるよう、一つにまとめておきましょう。    
 　  
●家の耐震性は大丈夫か   
　阪神・淡路大震災では、約10万5千棟の住宅が全壊、約14万4千棟が半壊。また、この震災で亡くなった人
の約8割が住宅の倒壊によって亡くなったものと推定されています。日ごろからわが家の耐震性を点検し、補
強工事を施すなど、地震に強い家にしておきましょう。  
   
●家の周囲は安全か  
　地震でブロック塀や石塀が倒壊し、下敷きになった人が亡くなったケースもあります。ブロック塀などがあ
る場合は施工に欠陥がないかを確認し、ぐらつきやひび割れ、傾きなどがないか点検を。必要に応じて補強し
ておきましょう。また、プロパンガスのボンベがある場合は、しっかりと固定を。 

武石村消防団／依田窪南部消防署 
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〔
係
長
級
〕

◇
佐
藤
一
仁
―

産
業
振
興
課
農
政
係

長
兼
土
地
改
良
係
長
、
商
工
観
光

係
長（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
）

◇
小
山
幸
喜
―

丸
子
町
・
長
門
町
・

武
石
村
・
和
田
村
合
併
協
議
会
事

務
局
へ
派
遣
（
産
業
振
興
課
農
政

係
長
兼
土
地
改
良
係
長
）

〔
係
〕

◇
山
田
愛
子
―

住
民
課
住
民
係
兼
国

民
健
康
保
険
係
、
窓
口
業
務
（
住

民
課
税
務
係
兼
住
民
係
）

◇
児
玉
利
香
―

丸
子
町
・
長
門
町
・

武
石
村
・
和
田
村
合
併
協
議
会
事

務
局
へ
派
遣
（
住
民
課
住
民
係
兼

国
民
健
康
保
険
係
、
窓
口
業
務
）

体
重
計
に
は
乗
り
そ
う
も
無
か
っ
た
た

め
、
車
椅
子
に
乗
っ
た
ま
ま
で
も
計
れ
る

体
重
計
を
借
り
て
計
り
ま
し
た
。
な
ん
と

驚
き
の
”61
・
１
�
“
米
一
表
分
の
重
さ
で

す
。
ま
た
、
形
が
ち
ょ
う
ど
卵
型
で
縦
回

り
”２
０
０
�
“
横
回
り
”１
７
０
�
“
と

超
大
物
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
滝
沢
さ

ん
も
「
最
初
は
葉
っ
ぱ
に
隠
れ
て
い
て
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
大
き
く

な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
驚
い
た
様

子
で
し
た
。
ご
好
意
に
よ
り
こ
の
ジ
ャ
ン

ボ
カ
ボ
チ
ャ
は
保
育
園
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
大
き
な
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
を

目
の
前
に
子
供
た
ち
も
目
を
丸
く
大
き
く

し
て
い
ま
し
た
。

本
当
に
お
お
き
い

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ

職
員
人
事
異
動
（
七
月
一
日
付
け
）

七
月
三
十
日
、
丸
子
町
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
第
一
回
丸
子

町
・
長
門
町
・
武
石
村
・
和
田
村
合
併

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
合
併
特
例
法
第
四

条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、丸
子
町
、
長

門
町
、
武
石
村
、
和
田
村
の
首
長
が
協

議
会
設
置
に
関
す
る
諸
々
の
事
項
を
事

前
に
確
認
し
た
上
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
の
協
議
会
で
は
、規
約
に
よ
り

会
長
に
堀
内
丸
子
町
長
、
副
会
長
に
小

林
長
門
町
長
、
下
村
武
石
村
長
、
羽
田

和
田
村
長
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
八
月
十
一
日
に
は
、
第
二
回
目

の
協
議
会
を
丸
子
町
文
化
会
館
で
開
催

し
、
次
の
事
項
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
合
併
の
方
式

新
設
（
対
等
）
合
併
と
す
る
。

●
合
併
の
時
期

平
成
十
七
年
度
中
を
目
標
と
す
る
。

●
新
市
（
町
）
の
名
称

小
委
員
会
で
選
定
方
法
基
準
を
定
め
、

協
議
会
で
市
と
す
る
か
町
と
す
る
か

も
含
め
検
討
す
る
。

●
新
市
（
町
）
の
事
務
所
の
位
置

現
在
の
丸
子
町
役
場
の
位
置
と
す
る
。

長
門
町
役
場
、
武
石
村
役
場
、
和
田

村
役
場
は
支
所
と
す
る
。

●
財
産
の
と
り
扱
い

す
べ
て
新
市
（
町
）
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
原
則
と
す
る
。

●
議
員
定
数
及
び
任
期

小
委
員
会
で
協
議
し
協
議
会
で
決
定

す
る
。

な
お
、
こ
の
協
議
会
は
今
後
も
毎
月

二
回
を
目
安
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

協
議
さ
れ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
会
事
務
局
が
発
行
す
る
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

分
か
り
易
く
お
知
ら
せ
さ
れ
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
号
委
員
（
町
村
長
）
下
村
　
　
聖

２
号
委
員
（
長
の
指
名
す
る
者
）

小
山
　
　
守

３
号
委
員
（
町
村
議
会
議
長
）

木
下
　
憲
治

４
号
委
員
（
町
村
議
会
選
出
議
員
）

新
井
　
繁
雄

兒
玉
　
將
男

５
号
委
員
（
学
識
経
験
者
）

桜
井
　
敏
昭

小
山
　
洋
江

６
号
委
員
（
同
一
請
求
代
表
者
）

丸
山
　
　
剛

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

丸
子
町
・
長
門
町
・
武
石
村
・
和
田

村
合
併
協
議
会
事
務
局
　
丸
子
町
上

丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
内

電
　
話
　
43
‐
８
８
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
43
‐
８
８
８
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
aruko-nagato-

takeshi-w
ada-gappei.jp/

武
石
村
の
協
議
会
委
員
（
敬
称
略
）

丸子町・長門町・武石村・和田村

合併協議会 設置

小
寺
尾
の
滝
沢
留
蔵
さ
ん
の

畑
に
お
お
き
な
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ

チ
ャ
が
出
来
ま
し
た
。
ど
れ
く

ら
い
大
き
い
か
計
っ
て
見
よ
う

と
数
名
で
社
協
ま
で
運
び
、
測

定
を
実
施
し
ま
し
た
。
普
通
の
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今
月
は
合
併
号
の
た
め
も
あ
り
素
晴
ら
し
い
歌
が
多
く
、

選
に
困
る
ほ
ど
で
し
た
。
な
る
べ
く
多
く
の
歌
を
ご
紹
介
し

た
く
思
い
、
コ
メ
ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

池
内
　
寛
子 

蜩
の
唯
一
度
だ
け
鳴
く
を
聞
く
昔
は
降
る
程
鳴
き

い
し
も
の
を 

 

清
水
　
恵
子 

駒
草
を
描
け
る
晩
霞
の
は
が
き
見
つ
一
銭
五
厘
の

切
手
貼
ら
れ
て 

 

松
久
　
立
子 

戦
ひ
に
近
づ
い
て
行
く
感
覚
が
脳
裏
に
浮
か
び
不

安
募
り
ぬ 

 

山
田
初
子 

若
き
友
旬
の
竹
の
子
灰
汁
抜
き
て
す
ぐ
食
せ
り
と

心
根
う
れ
し 

 

雨
宮
八
重
子 

寝
は
ぐ
れ
て
一
夜
も
ん
も
ん
ぐ
ず
起
き
ぬ
作
り
く
れ
ゐ

し
夫
の
味
噌
汁 

 

依
田
　
久
子 

あ
し
あ
と
も
年
巡
る
毎
に
変
り
来
て
馴
染
み
の
名
前
減

り
て
淋
し
き 

 

宮
下
　
弘
子 

口
ば
し
を
広
げ
し
ひ
な
の
成
長
を
吾
れ
は
見
て
お
り
蛇

も
見
て
お
り 

 

依
田
　
春
雄 

若
人
の
創
意
な
る
歌
カ
タ
カ
ナ
は
解
説
悩
む
老
い

た
る
吾
は 

 

北
沢
　
直
美 

起
き
て
来
ぬ
娘
の
様
子
見
に
ゆ
け
ば
た
ぬ
き
寝
入
り
の

口
元
笑
み
て 

 

け
ん
ち
ゃ
ん 

パ
ン
の
耳
持
つ
と
こ
ろ
だ
と
い
う
娘
頭
の
ひ
と
つ
も
く

ら
し
て
く
れ
る
か 

 

恋
す
る
サ
ボ
テ
ン 

バ
ツ
イ
チ
の
私
の
時
間
は
九
時
以
降
子
の
寝
顔
見
て
行

っ
て
来
ま
す
ね 

あしあと短歌会編集事務局選 

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

〜
仕
事
が
あ
っ
て
困
っ
て
い
ま
す

労
多
く
し
て
功
少
な
し
？
〜

忙
し
い
ほ
う
が
い
い
と
み
ん
な
で

話
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
は
い
え
、
先
行
き
は
す
べ
て

い
い
と
い
う
わ
け
に
は
行
き
ま
せ

ん
。「
お
盆
ま
で
は
忙
し
い
け
ど

盆
明
け
か
ら
一
段
落
だ
な
。」
と

か
「
今
の
生
産
が
い
つ
ま
で
続
く

か
わ
か
ら
な
い
、
波
が
あ
る
の
は

承
知
し
て
ほ
し
い
。」
な
ど
と
厳

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
楽

観
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
大
量
の
安

定
し
た
受
注
は
望
め
な
い
状
況
な

の
で
少
量
多
品
種
の
仕
事
受
注
と

な
り
、
忙
し
さ
が
収
益
に
ス
ト
レ

ー
ト
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
は
な

ら
ず
、
労
多
く
し
て
功
少
な
し
と

い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、
あ
ま
り

忙
し
す
ぎ
る
と
、
福
祉
施
設
と
し

新
聞
で
は
景
気
の
持
ち
直
し
が

言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
不
景
気
感
が
ぬ
け
な
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
「
ふ
れ
あ
い
」
は
仕

事
が
あ
っ
て
困
る
と
い
う
め
ず
ら

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
職
員
は

手
分
け
で
納
品
に
追
わ
れ
、
作
業

員
は
休
憩
時
間
も
惜
し
ん
で
作
業

を
し
、
た
り
な
い
部
分
は
内
職
で

補
う
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
原
因
は
、
春
の
広
報
で
仕
事

が
な
く
困
っ
て
い
る
と
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
に
仕
事
を
お

願
い
し
た
会
社
か
ら
新
し
く
た
て

続
け
に
仕
事
の
依
頼
が
入
っ
た
こ

と
と
、
既
存
の
取
引
先
の
ご
好
意

に
よ
り
確
実
な
受
注
が
維
持
で
き

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
暇
よ
り
も

て
の
役
目
を
忘
れ
て
生
産
中
心
に

な
り
す
ぎ
、
作
業
員
の
中
に
体
調

を
壊
し
た
り
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

し
ま
う
方
が
出
て
き
て
、
本
末
転

倒
の
そ
し
り
を
う
け
て
し
ま
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
う
な
ら
ぬ
よ
う
、
取
引
企
業

や
福
祉
関
係
部
局
と
連
携
し
な
が

ら
作
業
す
る
皆
さ
ん
が
無
理
な

く
、
忙
し
さ
を
乗
り
切
っ
て
ゆ
く

達
成
感
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
運

営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
児
童
図
書
（
あ
ひ
る
の
た
ま
ご
・
い
い
こ
と
っ
て
ど

ん
な
こ
と
・
ち
い
さ
な
ミ
リ
ー
と
イ
ル
カ
・
月
へ
ミ
ル

ク
を
と
り
に
い
っ
た
ね
こ
・
す
ず
の
へ
い
た
い
・
き
つ

ね
の
テ
ス
ト
・
さ
ん
ね
ん
峠
・
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ

て
き
た
・
お
ー
い
ぽ
ぽ
ん
た
　
ほ
か
）
全
二
十
八
冊

○「
電
池
が
切
れ
る
ま
で
」
の
仲
間
た
ち
…
子
ど
も
病
院

物
語
（
宮
本
雅
史
著
）

○
信
州
奇
人
考
（
井
出
孫
六
著
）

○
国
を
超
え
た
日
本
人
（
井
出
孫
六
著
）

○
死
の
壁
（
養
老
孟
司
著
）

○
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
古
本
屋
（
常
盤
新
平
著
）

○
上
田
・
東
御
・
小
県
の
今
昔
（
平
野
勝
重
監
修
）

○
平
成
十
六
年
申
年
執
行
武
石
村
子
檀
嶺
神
社
御
柱
大

祭
記
録
写
真
集
（
プ
ラ
ニ
ン
グ
エ
イ
ト
製
作
）

○
さ
わ
や
か
に
包
ん
で
生
き
た
い
ー
福
祉
が
福
祉
に
か

わ
る
ー
（
平
野
文
彦
監
修
）

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り
　
〜
新
刊
が
入
り
ま
し
た
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。〜
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日
本
の
社
会
全
体
が
規
範
意
識
の

向
上
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
取
り
組

み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
俗
悪

な
番
組
、
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
の

上
か
ら
規
制
し
て
ほ
し
い
。

（
五
十
代
男
性
校
長
）

教
師
や
大
人
の
知
ら
な
い
子
ど
も

の
、
闇
の
世
界
に
つ
い
て
の
理
解
が

不
十
分
で
あ
る
。
身
近
に
あ
る
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
で
も
首
を
切
る
こ
と
が

出
来
る
恐
ろ
し
さ
。
誰
に
も
相
談
で

き
ず
に
犯
行
ま
で
至
っ
て
し
ま
う
背

景
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
、

普
通
で
は
な
い
恐
ろ
し
さ
。
学
校
内

で
の
子
ど
も
の
行
動
が
充
分
把
握
で

き
て
い
な
い
時
間
が
あ
る
こ
と
。

日
常
の
言
動
や
行
動
観
察
か
ら
児
童

の
心
理
的
変
化
を
な
ぜ
読
み
取
れ
な

か
っ
た
か
。
現
代
の
子
ど
も
の
変
化

に
追
い
つ
け
な
い
私
た
ち
教
員
の
非

力
さ
を
ど
う
改
善
し
た
ら
よ
い
か
。

（
五
十
代
男
性
校
長
）

学
校
の
「
安
全
確
保
」
の
限
度
。

子
ど
も
達
の
多
様
化
に
つ
い
て
い
け

な
い
（
一
人
の
職
員
が
配
慮
を
要
す

る
子
ど
も
を
何
人
ま
で
対
応
可
能
な

の
か
）。
職
員
の
男
女
比
は
こ
れ
で
い

い
の
か
。

（
五
十
代
男
性
校
長
）

給
食
の
準
備
中
に
二
人
も
居
な
く

な
た
っ
ら
、
す
ぐ
に
気
付
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
な
指
導
を
目
指
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
給
食
は
休
み
時
間
で

は
な
い
の
だ
か
ら
。

（
四
十
台
男
性
教
諭
）

閉
ざ
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
体
験

を
さ
せ
る
べ
き
。
安
心
し
て
失
敗
が

出
来
る
場
が
あ
り
、
指
導
者
が
評
価

と
支
援
を
し
っ
か
り
行
え
ば
、
子
ど

も
は
育
つ
は
ず
だ
。

（
三
十
台
男
性
教
諭
）

軽
は
ず
み
な
死
の
選
択
。
命
の
重

さ
の
減
少
。
ど
れ
も
イ
ラ
ク
戦
争
を

は
じ
め
と
し
た
大
人
の
世
界
の
ゆ
が

み
の
影
響
か
な
と
責
任
を
感
じ
ず
に

い
ら
れ
な
い
。（

四
十
代
男
性
教
諭
）

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く

処
理
す
る
能
力
の
低
さ
。
道
徳
心
が

う
ま
く
育
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
（
モ
デ
ル
が
な
い
）。
幼
い
時
に
け

ん
か
を
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ぶ
の
に
、
そ
の
経
験
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
。
子
ど
も
は
周
り

の
大
人
を
モ
デ
ル
に
道
徳
心
を
育
て

る
。
ま
ず
、
大
人
が
行
動
を
改
め
る

必
要
が
あ
る
。（

二
十
代
女
性
教
諭
）

夏
休
み
に
入
り
、
朝
か
ら
夕
方
ま

で
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
一
緒
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
朝
は
み
ん
な
で
宿

題
を
し
て
、
お
や
つ
を
食
べ
た
ら

颯
爽
さ
っ
そ
う

と
武
石
川
へ
繰
り
出
す
と
い
う

の
が
毎
日
の
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。

何
度
行
っ
て
も
飽
き
な
い
ぐ

ら
い
子
ど
も
た
ち
は
川
遊
び
が
大
好

き
。「
か
じ
か
捕
ま
え
た
ぞ
！
」
の
掛

け
声
で
わ
っ
と
あ
つ
ま
り
、「
す
っ
げ

ー
。
お
れ
も
！
」
の
声
で
散
っ
て
い

く
、
そ
ん
な
場
面
を
繰
り
返
し
、
男

の
子
た
ち
は
真
剣
な
目
で
じ
っ
と
魚

と
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と

っ
た
魚
は
持
ち
帰
っ
た
り
、
そ
の
場

で
塩
焼
き
に
し
て
食
べ
ま
す
。
で
も

捕
ま
え
て
み
た
も
の
の
内
臓
を
取
り

出
す
の
が
か
わ
い
そ
う
で
最
後
に
は

川
に
返
し
て
あ
げ
る
子
も
い
ま
し
た
。

初
め
て
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
つ
か
ま

え
た
、
初
め
て
め
だ
か
を
た
く
さ
ん

と
っ
た
、
初
め
て
か
じ
か
を
さ
わ
っ

た
、
川
に
入
れ
な
か
っ
た
の
に
川
が

大
好
き
に
な
っ
た
な
ど
、
初
め
て
の

経
験
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

特
に
好
評
だ
っ
た
の
が
、
マ
シ
ュ

マ
ロ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
自
分
た
ち

で
お
こ
し
た
火
で
熱
々
に
焼
い
て
食

べ
た
こ
と
で
す
。「
あ
ま
ー
い
」
と
い

っ
て
ほ
お
ば
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
も

マ
シ
ュ
マ
ロ
と
お
な
じ
ぐ
ら
い
に
と

ろ
け
て
い
ま
し
た
。

全
身
で
自
然
を
感
じ
て
生
活
す
る

中
で
、
気
に
な
っ
た
の
は
日
に
日
に

増
え
て
い
く
河
原
の
ご
み
で
す
。
毎

日
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
川
な
の

で
帰
る
と
き
に
は
必
ず
ご
み
拾
い
を

し
て
「
さ
よ
う
な
ら
、
ま
た
あ
し
た

く
る
ね
。」
と
す
っ
き
り
し
た
気
持
ち

で
帰
り
ま
す
。

《
保
護
者
の
声
》

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
夏
ま
つ
り
。

武
石
の
河
原
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
す

い
か
割
り
を
し
ま
し
た
。
水
遊
び
で

お
な
か
は
ぺ
こ
ぺ
こ
に
、
炭
火
焼
の

お
肉
と
お
野
菜
は
格
別
の
ご
ち
そ
う
。

み
ん
な
で
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
す
い

か
割
り
も
楽
し
み
ま
し
た
。

〜
夏
休
み
は
川
遊
び
〜

人権教育紙上講座
№330

教育委員会
同和対策室

「
少
年
犯
罪
を
ど
う
防
ぐ
か
」

全
国
小
学
校
長
・
教
諭
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
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ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
今
、
な
ぜ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
内
山
二

郎
氏
を
迎
え
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
四
名

が
加
わ
り
、
話
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

丸
子
テ
レ
ビ
放
送
�
か
ら
御
柱
大

祭
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
社

会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
大
変
好
評
で

す
。
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

―
合
併
協
議
会
設
置
に
同
意
―

八
月
六
日
に
理
事
・
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
行
政

の
合
併
協
議
会
の
設
置
を
受
け
て
、

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石

村
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議
会
お

よ
び
丸
子
町
・
長
門
町
・
武
石
村
・

和
田
村
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議

会
の
二
つ
の
合
併
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
協
議
し
、
と
も
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
行
政
の
合
併
協
議

会
の
協
議
状
況
に
そ
っ
て
両
合
併
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

武
石
村
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
合

併
協
議
会
の
委
員
と
し
て
次
の
五
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

下
村
　
聖
（
会
　
　
長
）

小
山
　
守
（
副
会
長
）

木
下
憲
治
（
議
会
議
長
）

金
子
隆
夫
（
民
協
会
長
）

橋
詰
忠
之
（
民
生
委
員
）

七
月
十
二
日
に
佐
久
市
で
行
わ
れ

た
研
修
会
に
武
石
村
か
ら
正
副
女
性

部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
で
は
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講
話
と
和
紙

人
形
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
和

紙
人
形
づ
く
り
は
細
か
い
作
業
で
し

た
が
、
か
わ
い
ら
し
い
人
形
を
作
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

観
光
セ
ン
タ
ー
で
五
日
間
に
わ
た

り
、
外
で
お
昼
を
楽
し
み
ま
し
た
。

涼
し
い
風
が
吹
く
中
、
熱
々
の
焼
き

そ
ば
を
食
べ
て
、
ビ
ー
ル
な
ど
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
歌
も
出
る
な
ど
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
帰
り

に
は
ア
ジ
サ
イ
公
園
も
見
学
し
ま
し

た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
研
修
会

七
月
三
十
一
日
に
丸
子
町
で
行
わ

れ
、
い
ず
み
会
員
の
九
名
が
参
加
し

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

理
事
会
・
評
議
員
会

老
連
女
性
部

指
導
者
研
修
会

◇
期
日
　
9
月
8
日（
水
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
12
時

◇
場
所
　
丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
社
協
で
常
時
受
付
で
き
ま
す

◇
期
日
　
9
月
13
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◆
つ
か
だ
補
聴
器

◇
期
日
　
9
月
8
日（
水
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
か
ら
2
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日
　
9
月
15
日（
水
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
9
月
8
日（
水
）

◇
場
所
　
真
田
町

◇
期
日
　
9
月
22
日（
水
）

◇
時
間
　
午
前
7
時
20
分
集
合

◇
場
所
　
長
野
少
年
鑑
別
所

◇
期
日
　
9
月
28
日（
火
）

◇
時
間
　
午
前
8
時
集
合

◇
場
所
　
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

◇
期
日
　
9
月
30
日（
木
）

◇
場
所
　
松
本
市

結
婚
相
談
日

補
聴
器
相
談
日

心
配
ご
と
相
談
日

上
小
ブ
ロ
ッ
ク

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

焼
き
そ
ば

ご
寄
贈
御
礼

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
園
児
と
中
学
生
が
来
て

七
夕
か
ざ
り
を
作
り
ま
し
た
。

老
連
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

更
生
保
護
研
修
会

県
老
連
大
会

村
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
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小
委
員
会
発
足
と
講
演
会
開
催

子
育
て
支
援
事
業
推
進
委
員
会
の

取
り
組
み
の
一
つ
に
小
委
員
会
の
発

足
が
あ
り
ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
、
あ

そ
び
、
生
活
体
験
の
３
つ
の
小
委
員

会
で
す
。
委
員
会
設
置
要
綱
の
「
地

域
社
会
や
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る

為
の
取
り
組
み
を
考
え
、
関
係
組
織

等
の
役
割
を
支
援
す
る
」
た
め
の
も

の
で
す
。
委
員
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の

小
委
員
会
に
所
属
し
話
し
合
い
を
続

け
て
い
ま
す
。

●
生
活
リ
ズ
ム
小
委
員
会

保
育
園
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
園
児
の
「
生
活
リ
ズ

ム
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果

か
ら
も
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
と
し
て
明
ら
か
な
に

な
っ
た
こ
と
や
取
り
組
み
易
く

（
小
・
中
学
生
で
は
な
か
な
か
変
え
ら

れ
な
い
）
成
果
も
得
ら
れ
る
こ
と
か

ら
保
育
園
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。

●
あ
そ
び
の
小
委
員
会

「
武
石
村
の
あ
そ
び
今
・
昔
」
を
記

録
に
残
す
こ
と
や
伝
承
あ
そ
び
を
イ

ベ
ン
ト
で
な
く
日
常
生
活
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
、
自
然
を
生
か
し
た
あ
そ

び
の
大
切
さ
等
を
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
動
と
関
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
た
ら

い
い
。

●
生
活
体
験
小
委
員
会

中
学
の
時
に
”赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い

健康センター
通信 9月号

保健福祉課
℡85-2067

9月13日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
ツベルクリン反応 午後 1:30～ 1:45(受付)

15日 水 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00
予防接種(三種混合③・BCG) 午後 1:30～ 1:45(受付)

17日 金 基本健康診査結果報告会(唐沢公民館) 午前10:00～11:30
基本健康診査結果報告会(小沢根公民館) 午後 1:30～ 3:00

21日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
食生活改善推進協議会 午前 9:30～午後1:00
基本健康診査結果報告会(健康センター) 午後 1:30～3:00

22日 水 大腸がん検診(検体受付) 午前 9:00～午後3:00
料理教室(ポテトグループ) 午前10:00～午後1:00

27日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
28日 火 赤ちゃん教室 午前10:00～11:30

料理教室(パセリグループ) 午後 1:15～ 4:00
基本健康診査結果報告会(健康センター) 午後 5:00～ 7:00

29日 水 大腸がん検診(検体受付） 午前 9:00～正午

10月4日 月 献血(全血) 午後 1:30～ 3:30
5日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

男性料理教室 午前10:00～午後1:00
7日 木 離乳食教室(後期) 午前10:00～11:30

妊婦セミナー① 午後 1:30～ 3:30
8日 金 離乳食教室(中期) 午前10:00～11:30

9月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

育
園
の
今
日
的
役
割
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
養

護
の
先
生
か
ら
は
、
児
童
、
生
徒
の

現
状
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幼

児
期
の
生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
を
実

感
す
る
と
共
に
、
園
児
の
様
子
を
丁

寧
に
見
て
い
く
こ
と
や
保
護
者
と
共

に
園
児
の
こ
と
を
考
え
関
わ
り
合
う

こ
と
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
園
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

保
育
園
自
身
が
関
係
機
関
等
か
ら
の

多
面
的
な
支
援
を
必
要
と
し
、
支
援

が
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
こ
と
も

納
得
で
き
た
学
習
会
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に

保
育
園
か
ら
家
庭
や
地
域
に
”子
育

て
“
に
つ
い
て
の
提
言
が
発
信
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

尚
、
推
進
委
員
会
が
共
催
と
な
り

開
催
さ
れ
た
７
月
の
武
石
村
子
育
て

支
援
講
演
会
に
つ
い
て
は
次
回
と
し

ま
す
。

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
！
（
そ
の
4
）

「
子
ど
も
は
社
会
の
宝
、
社
会
の
財
産
」

子
育
て
支
援
事
業
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み
②

た
！
“
と
い
う
体
験
は
命
の

大
切
さ
を
学
ぶ
上
で
と
て
も

貴
重
で
あ
り
、
そ
う
し
た
機

会
が
ど
う
し
た
ら
実
現
で
き

る
の
か
。
中
学
校
の
総
合
学

習
と
連
動
し
た
取
り
組
み

（
支
援
）
が
で
き
た
ら
す
ば

ら
し
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

●
親
が
親
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
支
援
す
る
。

〜
保
育
園
の

大
き
な
役
割
の
一
つ
〜

そ
れ
ぞ
れ
の
小
委
員
会
で

出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

生
活
リ
ズ
ム
委
員
会
と
し

て
、
保
育
士
等
の
学
習
会
を

計
画
し
ま
し
た
。
推
進
委
員

会
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
新
保
先
生
を
講
師
に
保
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近
年
、生
活
が
便
利
・
豊
か
・
快
適

に
な
り
、
車
の
普
及
と
共
に
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
で
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病

の
若
年
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、最

近
の
医
学
研
究
か
ら
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
を
防
ぐ
た
め
に
、
血
圧
を
は

じ
め
と
し
て
、
各
種
検
査
値
の
基
準

等
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。（
ち

な
み
に
、
外
来
血
圧
の
基
準
値
が
70

歳
未
満
は
１
４
０
／
90
mmHg
、
家
庭
血

圧
は
１
２
５
／
80
mmHg
に
な
り
ま
し
た
。）

生
活
習
慣
病
は
、薬
さ
え
飲
め
ば
良

い
と
い
う
病
気
で
は
な
く
、皆
さ
ん
の

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要

で
、予
防
す
る
こ
と
は
更
に
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
生
活
習
慣

病
教
室
を
行
い
ま
す
の
で
、
大
勢
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程
・
内
容

第
２
回
　
９
月
４
日（
土
）

・
高
血
圧
に
つ
い
て
②

・
血
圧
の
測
り
方

・
食
事
に
つ
い
て

第
３
回
　
10
月
23
日（
土
）

・
高
脂
血
症
に
つ
い
て
①

第
４
回
　
11
月
27
日（
土
）

・
高
脂
血
症
に
つ
い
て
②

◇
時
間

午
後
２
時
〜
３
時
ま
で

◇
場
所

依
田
窪
病
院
６
階

オ
ー
プ
ン
ホ
ー
ル

●
生
活
習
慣
病
外
来
を
始
め
ま
し
た
。

（
予
約
制
、
担
当
は
川
妻
医
師
）

健
康
診
断
等
の
検
査
値
に
よ
り
、

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
の
疑

い
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
生
活
習
慣

を
改
善
し
健
康
を
増
進
す
る
外
来
を
、

水
曜
日
の
午
前
中
に
内
科
第
４
診
察

室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

東
信
労
政
事
務
所
で
は
、
解
雇
・

賃
金
・
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
問
題

全
般
に
対
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

◇
相
談
場
所

長
野
県
東
信
労
政
事
務
所

（
上
田
合
同
庁
舎
５
階
）

上
田
市
材
木
町
１
‐
２
‐
６

℡
０
２
６
８
‐
23
‐
１
６
２
９
【
専
用
】

◇
相
談
日
時

月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◇
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
「
特
別
労

働
相
談
」
や
労
働
者
と
使
用
者
の

ト
ラ
ブ
ル
を
話
合
い
で
解
決
す
る

「
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

制
度
」
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

視
覚
障
害
児
童
生
徒
の
日
常
の
学

習
の
様
子
を
広
く
地
域
の
方
々
や
関

係
の
皆
様
に
公
開
し
、
盲
学
校
の
教

育
活
動
や
施
設
等
の
参
観
、
教
育
相

談
な
ど
を
と
お
し
て
、
視
覚
障
害
や

盲
学
校
教
育
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
学
校
開
放
を
い

た
し
ま
す
。

◇
期
日

10
月
22
日（
金
）

◇
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
12
時
30
分

◇
場
所

長
野
県
長
野
盲
学
校

長
野
市
北
尾
張
部
３
２
１

◇
公
開
の
内
容

授
業
公
開
（
幼
稚
部
、
小
学
部
、

中
学
部
、
高
等
部
普
通
科
、
高
等
部

理
療
科
）
・
学
校
概
要
説
明
・
視
覚

障
害
教
育
の
教
材
・
教
具
の
紹
介
・

教
育
相
談

◇
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
長
野
盲
学
校

℡
０
２
６
‐
２
４
３
‐
７
７
８
９

�
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で

は
、
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

平
成
16
年
10
月
１
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
場
所

上
田
商
工
会
議
所

４
階
　
第
１
会
議
室

不
動
産
評
価
に
関
す
る
事
項
お
よ

び
不
動
産
に
関
す
る
全
般
に
つ
い
て

不
動
産
鑑
定
士
が
お
応
え
し
ま
す
。

（
具
体
的
に
は
、
売
買
、
交
換
借
地
、

担
保
、
賃
貸
借
、
訴
訟
等
に
係
わ
る

不
動
産
評
価
で
す
。）

◇
問
い
合
わ
せ
先

�
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
　

℡
０
２
６
‐
２
２
５
‐
５
２
２
８

9月 9月 
依
田
窪
病
院
か
ら

生
活
習
慣
教
室
の

開
催
の
お
知
ら
せ

長
野
県
長
野
盲
学
校

学
校
開
放
の
お
知
ら
せ

不
動
産
評
価
等
の

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

 
　病気やケガで、一定の障害が残った場合に受けられる年金です。 
 　　●障害基礎一級……………993,100円 
 　　●障害基礎二級……………794,500円 

  
　保険料納付期間や免除期間、厚生年金などの加入期間を合計して、
原則25年以上の期間がある場合、65歳から生涯受けられる年金です。 
794,500円（40年間納めた場合） 

  
　夫が亡くなったとき、その人に生計を維持されていた子のいる妻
または子が受けられる年金です。 
 　　●子（1人）のいる妻の場合……1,023,100円 
 　　●子（1人）の場合…………………794,500円 
  
　いすれの年金も受けるためには、保険料を納めた期間や免除期間
など一定以上あることが必要です。 
※上記の年金額はすべて年額です。 

万が一を支える障害基礎年金 

家族を支える遺族基礎年金 

老後を支える老齢基礎年金 

あなたを支える3つの年金あなたを支える3つの年金

労
働
相
談
の
ご
案
内

【
相
談
無
料
】
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●スパゲティのオムライス風●

〈材料〉2人分

スパゲッティー（乾）

…………100ｇ

ミートソース缶 …1/2缶

玉ねぎ ……………1/2個

トマト ……………中1個

ピーマン ……………1個

にんにく ………1/2かけ

サラダ油 ………小さじ1

卵 ……………………2個

塩、こしょう ……各少々

サラダ油 ……………少々

〈作り方〉

①たまねぎは薄く切る。トマトは皮をむ

いて1～2ｃｍ角くらいに切る。ピーマ

ンは半分に切って種を取り、せん切り

にする。にんにくは薄く切る。

②フライパンに油を熱してにんにくを炒

め、いいかおりが出たら、玉ねぎ、ト

マト、ピーマンを入れて炒め、ミート

ソース缶を混ぜる。

③スパゲッティ－は長さを半分に折って、

ゆでて②と混ぜる。

④卵をほぐして塩、こしょうを入れて混

ぜ、卵焼きを2枚作る。

⑤卵焼きをお皿に広げ、③をのせて巻く。堀佐菜子さん（薮合）金井瑠莉子さん（七ヶ）

 
◆「飼う」ことは「育てる」こと  
　テレビや雑誌などに登場する動物たちの愛くるし
い姿を見て、「かわいい」「飼いたい」と思う人は
多いのではないでしょうか。また、捨てられた子犬
や子ねこを見ると「かわいそう」「なんとかしてあ
げたい」と、手を差し伸べたくなることもあるでし
ょう。しかし、一時の感情だけで動物を飼うのは無
責任というものです。なぜなら、動物を飼うことは
だれにでもできることではないからです。 
  
◆飼う前に考えたい大切なこと  
　動物を飼うことは、楽しいことばかりではありま
せん。鳴き声がうるさかったり、病気になったり、
飼い主に面倒をかけることも。飼い主には時間や体力、
気力、お金も必要なのです。「こんなに手がかかる
なんて」「もう面倒がみられない」、そう思っても、
一度飼いはじめたら途中でやめることはできません。
動物も私たちと同じ大切な命をもっています。飼い
主には、動物を愛情と責任をもって育て、最後まで
家族の一員として暮らす義務があることを忘れては
いけません。また、飼い主には、人と動物がうまく
共生していくために、飼育する動物が人に危害を加
えたり、迷惑をかけたりすることのないよう管理す

る責任があります。 そのためにも、動物を飼う前に
は、飼おうとする動物の習性などをよく調べ、責任
をもって最後まで面倒を見ることができるかどうかを、
慎重に判断することが大切です。 
 
◆飼い主のモラル  
　最近、動物の遺棄や虐待、近隣とのトラブルなど、
多くの問題が報告され、飼い主のモラルが問われて
います。社会の中で人間と動物が共存していくために、
飼い主が守らなければならないマナーとモラルがあ
ります。 
　平成14年に定められた「家庭動物等の飼養及び保
管に関する基準」では、動物の飼い主は、命ある動
物を飼う者としての責任を十分に自覚し、その動物
を正しく飼うことが定められています。 
　具体的には、飼っている動物の健康を守り、また、
人に危害を加えたり、迷惑などをかけたりしないよう、
飼い主には、次のような責務が定められています。 
　○飼い主を明示する 
　○繁殖制限をする 
　○動物による感染症の知識を持つ 
　○周りの人や自然環境に配慮する  
　○危険な動物の飼育は申請する 

　近年、少子高齢化や核家族化が進む中で、家族の

一員としてペットを飼う家庭が増えています。しかし、

その一方で、心ない飼い主によるペットの遺棄や虐待、

また、近隣とのトラブルなど、多くの問題も発生し

ています。 

 　 毎年、9月20日から26日は「動物愛護週間」で

す。社会の中で動物たちと共に生きるために、動物

の正しい飼い方について考えてみませんか。  

動物愛護週間 
ペットはあなたの 
大切な家族です 

今
日
は
よ
く
で
き
ま
し
た
。
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8月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

秋の全国交通安全運動 

�高齢者の交通事故防止 
　高齢者の交通事故の多くは、歩行中の事故です。夜
間の外出時には、反射材を活用しましょう。 
 
�シートベルト・チャイルドシート着用の徹底 
　非着用者の死亡事故が依然として多発しています。
“シートベルトは命づな”です。必ず着用しましょう。 
　チャイルドシートは体格に合ったものを使用し、正
しく座席に取り付けましょう。 

�夕暮れ時と夜間の交通事故防止 
　歩行者事故の発生は、午後4～7時台がピーク
になっています。（平成15年交通統計から）夕暮
れ時は、早めにヘッドライトを点灯しましょう。 
　夜間は死亡事故など重大事故の発生率が高く
なっています。運転者の皆さんは、横断者がい
ることを予想して安全な速度で運転しましょう。 

9月21日（火）～30日（木） 

【
運
動
の
重
点
】 

　上小地域の誇れる名所や体験施設等をバス・徒歩等
により巡り、この地域の新たな発見と、参加者同士の交流、
地域住民の皆さんとの交流を図ります。 
　さわやかな秋の一日、ご家族や友人などお誘い合わ
せのうえご参加ください。 
 
◇期日　平成16年10月9日（土） 
　　　　午前7時40分～午後5時（予定）　※雨天決行 
（ただし、雨天の場合一部コースの変更もあります。） 

◇コース 
�上田市・青木村コース 
別所線乗車（上田駅～別所温泉駅）、塩田平散策、大
法寺（国宝三重塔）、青木村文化会館（昼食）、あおき
ふるさと体験館、上田市立浦里小学校、東山観光農園
（りんご狩り体験） 
�丸子町・武石村コース 
内村ダム、丸子町農産物直売加工施設あさつゆ、山印
醸造(株)、武石村中央公民館（昼食）、ともしび博物館
（ろうそく作り体験）、妙見寺（本堂の天井画 鳴龍） 
※両コースとも昼食場所では、味噌汁の提供と太鼓
の演奏があります 

◇集合・乗降場所 
両コースとも上田市旧第一中学校跡地、上田駅温泉口、
丸子町役場 
※上田駅温泉口には主催者側において駐車場所を確
保していませんので、あらかじめご了承ください。 

◇募集人数　180人（各コース90人） 
　※先着順で、定員になりしだい締め切ります。 

◇参加費　大人（中学生以上）1,500円 
　　　　　小人（小学生）1,000円（保護者同伴） 
※参加費は当日いただきます。途中乗降場所でも料
金は同じです。 

◇持ち物　昼食、飲み物、雨具 
◇申込方法 
電話で希望のコース、参加者全員の氏名、住所、年齢、
電話番号、集合・乗降場所をお申し込みください。 
◇申込期間　9月6日（月）～9月24日（金）まで 
　　　（受付時間：土・日・祝日を除く午前9時～午後5時） 
◇その他　参加者には後日案内状を送付します。 
◇申し込み先 
ふるさと新発見ツアー事業実行委員会事務局（上田
地域広域連合事務局企画課内）TEL0268-23-2130 
◇主催 
ふるさと新発見ツアー事業実行委員会 
[構成団体：上田地域広域連合、上小地域8市町村、上
小地方事務所、上電観光�、千曲バス�〕 
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★平成16年5月「裁判員の参加する刑事裁

判に関する法律」が成立しました。公

布の日（平成16年5月28日）から5年以内

に施行されます。

★裁判員制度は，国民のみなさんに裁判

員として刑事裁判に参加してもらい、

被告人が有罪かどうか、有罪の場合ど

のような刑にするかを裁判官と一緒に

決めてもらう制度です。

★国民のみなさんが刑事裁判に参加する

ことにより、裁判が身近で分りやすい

ものとなり、司法に対する信頼の向上

につながることが期待されています。

国民が裁判に参加する制度は、アメリ

カ、フランス、ドイツ、イタリア等で

も行われています。
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（
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称
略
）

住民の声を協議に反映させ、
協議の経過をご覧いただいた
中で合併の是非等をご判断い
ただくため、市町村ごとに住
民公聴会を開催します。

上田市・丸子町・真田町・武石村合併に係る

4市町村住民公聴会開催のお知らせ

裁判員制度について

詳しくは、裁判所ホームページ
http://www.courts.go.jp/をご覧ください。

これまでの刑事裁判 

裁判員制度が導入されると…… 

●裁判が身近で分りやすいものになります。 
●司法に対する国民の信頼が向上します。 

◇開催日時・場所（午後７時より）
９月17日（金）上田市文化センター
９月22日（水）上田市創造舘
９月28日（火）丸子町文化会館
10月４日（月）武石村中央公民館
10月８日（金）真田町文化会館

※開催時間は午後７時から９時です。

◇公聴内容
・新市建設計画について
・地域自治センターについて
・議員の定数及び任期の取扱いに
ついてなど

◇出席者
正副会長、開催地協議会委員
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◆開催日時　9月12日（日） 
　　　　　　１２：００～　和太鼓体験教室 
　　　　　　１３：００～　開場 
　　　　　　１３：３０～　開演 
◆場　　所　上田創造舘  
◆入 場 料　小学生以下は無料 
　　　　　　中学生以上は500円 
◆内　　容　太鼓コンサート・和太鼓体験教室 

（コンサートの半ばで「TOKYO BOWS」 
　　　　のミュージカルを披露） 
◆お問い合わせ先　上田創造舘 TEL２３-１１１１ 

戸
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窓 
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今月の防災標語 

―第3分団― 

安全と 思うときほど再確認 
毎日が防災日 

中原匠望くん 岩下萌衣ちゃん 

※
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
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●日　　時　10月24日（日）午前11時スタート 
●参 加 料　１チーム　5,000円 
●参加資格　小学４年生以上 
（ただし、小学生は保護者承諾書・監督推薦書を提出） 

●チーム編成　１チーム１２名以内 
 （監督又は引率責任者１名、選手７名、補欠４名以内） 

●コース　７区間　２５.１km 
� ともしび博物館前～旧権現保育園 ３.５km 
� 旧権現保育園～武石村保育園前 ３.7km 
� 武石村保育園前～沖公民館入口 2.0km 
� 沖公民館入口～中央公民館前 ３.3km 
� 中央公民館前～旧権現保育園 ３.6km 
� 旧権現保育園～武石村保育園前 ３.7km 
� 武石村保育園前～中央公民館前 5.3km 

●参加申し込み 
　所定の申し込み用紙により、９月２７日（月）午後５
時までにともしびの里駅伝実行委員会（教育委員会内）
へお申し込みください。 

●お問い合わせ先 
　ともしびの里駅伝実行委員会　TEL８５-２０３０ 

ともしび
の里駅伝大会開催ともしび
の里駅伝大会開催ともしび
の里駅伝大会開催

第15回 

◆日時　9月19日（日）　 
　　　　受付／９時３０分　開会／１０時３０分 
◆会場　中央公民館　 
◆演芸　花房ゆかり歌謡ショー（東御市在住） 

敬老会にお出かけください 

第３回天まで響け!! ドンドコドン!!!
上小和太鼓チーム共演◆チャリティーコンサート 
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